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沸騰水型原子力発電所に設置される主蒸気隔離弁の地震時機能維持は、既往の耐震試験実績等により評価

してきたが、昨今の基準地震動の見直しに伴い応答加速度が大きくなってきていることを受け、高加速度に

対する機能維持評価が必要となっている。また、地震 PRA における機器フラジリティの観点でも、現実的な

機能維持限界を求める必要がある。そこで、これまでにない加速度レベルでの耐震試験が可能な（一財）電

力中央研究所の共振振動台（参考文献[1]参照）を使用して、主蒸気隔離弁の耐震試験を実施した結果、既往

の試験実績加速度を大きく上回る 15×9.8m/s2 においても機能維持を確認できる結果を得た。 
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1. 緒言 

国内沸騰水型原子力発電プラントに設置

される主蒸気隔離弁の実機大の試験体を製

作し、共振振動台を用いて耐震試験を実施し、

機能維持確認済加速度を同定した。 

試験体構造図を図 1 に示す。 

 

2. 耐震試験 

水平（X, Y）、鉛直（Z）各 3 方向それ

ぞれで耐震試験を行った。据付状態を図

2 に示す。 

目標とした駆動部重心（トップスプリ

ングシート）における応答加速度が 15×9.8m/s2 となるまで試験を行い、閉動作機能に対する動作機能維持を

確認した。図 3 に 15×9.8m/s2 レベル水平 Y 方向における閉動作の耐震試験結果を示す。 

 

3. 結論 

主蒸気隔離弁の耐震性は、3 方向それぞれに対し応答加速度 15×9.8m/s2 まで機能維持可能であることが確

認できた。 
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図 2 据付状況 

図 3 耐震試験結果 

図 1 試験体構造
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